






要約:平成 5年度から行われている新生児濾紙血を用いた Wilson 病マス・スクリーニング

のパイロットスタデイについて、今回も引き続き全国 10 施設に簡単なアンケート調査を

行い過去 3年間の結果集計を行った。全国 1 0施設・グルー・プの累計総実施例数は 126810

例に達した。陽性率は各施設間の cut off 値の違いから 0.05-2.99%とばらつきか見られ

た。陽性例のうち再検となったのは、全体で 727 例(0.57%)であり昨年度の 0.47%よりや

や多かった。再検にて陽性と判断されたのは 51 例、全体の 0.04%と昨年度とほぼ同じ結

果だった。そのうち、さらに再々検を行ったのは 40 例、全体の 0.03%であった。活性型

セルロプラスミンの cut off 値は昨年度同様各施設によって異なり、Mean±SD を用いた

施設もあった。再々検にて陽性であった例ではその後のフォローアップにより乳児肝炎と

診断したものもあったが大部分がセルロプラスミン値の改善を示し、現在のところ Wilson

病と診断に至った症例はなかった。過去 3 年間のデータの蓄積により今回、累計数 10 方

を突破したが、発症率 1/30000-35000 とされる中、1 例も発見されていない点において今

後検査時期等の再検討か必要であると考えられた。


